
１．はじめに

わが国周辺海域には南方諸島及び南西諸島を中

心として数多くの火山島や海底火山が存在し，し

ばしば噴火しているが，これらの海域火山はほと

んどが本土から遠く離れた洋上にあり，その地球

科学的性質や活動履歴などの記録は乏しかった．

しかし，ひとたび大規模な噴火が起これば激しい

爆発現象や津波などが発生し，周辺を航行する船

舶のみならず航空機や沿岸部の都市にまで影響を

与える恐れが有り，これら海域火山の基礎的，定

期的な調査が求められてきた．海上保安庁は，古

くから船舶交通，漁業，海洋開発等の諸活動にお

ける災害防止の観点から海域火山の監視，観測を

行っており，岩渕（１９８９）はその成果を本邦海域

火山通覧として取りまとめた．その後，第５次火

山噴火予知計画（平成６年度～１０年度）の建議

を機として，５年毎に最新の情報を盛り込んだ改

訂版を発行してきた（岩渕・他，１９９４；土出・

他，１９９９；大谷・他，２００４）．

２００４年度以降，南方諸島の福徳岡ノ場や南西
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The Hydrographic and Oceanographic Department of Japan Coast Guard actively has participated in The Volcanic

Eruption Prediction Plan since the Plan started in１９７３. Observation of volcanic activities in the adjacent seas of
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a disaster, but also to manage the sea area itself effectively.
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Volcano.
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諸島のいくつかの火山島においては依然として活

動的ではあったが，海域火山の活動は全般的には

静穏化傾向であったといえる．また，この間航空

機による定期的監視観測，航空磁気測量等の観測

や測量船による海域火山基礎情報図調査が行わ

れ，多くの資料や研究成果が公表されている（例

えば，大谷・他，２００６；小山・他，２００８；小野寺

・他，２０１０；伊藤・他，２０１１など）．

本編は，日本周辺海域火山通覧（第３版）（大

谷・他，２００４）をベースに，以後の海上保安庁に

よる海域火山観測成果を新たに盛り込んだ改訂版

である．また，対象として取り上げるのは海底火

山または火山島をつくるような火山とし，その中

でも近年の火山観測の中で顕著な火山活動が見つ

かっているか，歴史時代に噴火記録が有り今後噴

火に至る可能性が高いもののみに絞った

（Fig．１，Fig．２）．火山の位置については，これま

で分単位での概位を掲載していたが，それぞれの

火山における読み取り精度に合わせた位置と簡単

な説明を記載した．位置の選定は，陸上部の場合

は国土地理院発行の２５，０００分の１地形図の標高

点を，海面下の場合は地形図を描くのに用いたグ

Fig．１ Distribution of volcanoes in the Nansei Shoto（Ryukyu）Arc. Numbers in the figure refer to each number of
volcano listed in this article.
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Fig．２ Distribution of volcanoes in the Nanpo Shoto（Izu−Bonin）Arc.
Numbers in the figure refer to each number of volcano listed in
this article.
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リッドファイルから行った．

海域火山における有史以来の活動状況について

は，海岸付近，海底等に関連する活動を中心に列

挙したもので，全ての活動を集録したものではな

い．最近の測量成果によって作製された図は世界

測地系を用いているが，日本測地系で作製された

Fig．１５には［Tokyo Datum］の注記を付して，掲

載した．海底地形図は主に海上保安庁の測量デー

タを使用しているが，全ての描画領域において

データの品質は均一ではなく，ばらつきがある．

データ空白部分については ETOPO１（Amante

and Eakins, ２００９）を用い，陸上のデータは国土

地理院の数値地図５０mメッシュを用いたが，一

部最新の地形に対応していない部分がある．作図

には GMT（Wessel and Smith,１９９１）を用いた．

文献は末尾に一括して掲載した．

２．九州及び南西諸島海域の火山

２－（１）．姶良カルデラ火山

位置 ３１°３９．８′N，１３０°４７．９′E：若尊カルデラ

の中央火口丘（海図２２１，海の基本図６３５１１，

６３５１１－S，海域火山基礎情報図「若尊」）

概要 鹿児島湾奥部にみられる姶良カルデラは，

約２．９万年前の流紋岩質マグマの噴火に伴って陥

没したものであるが，それ以前にも繰り返し噴火

があったことから，それらの結果が重なって現在

みられる大型のカルデラが形成されたと考えられ

ている．

姶良カルデラの北東部には７km×５kmの若尊

カルデラがあり，周囲の姶良カルデラのカルデラ

底より６０m以上深い凹地をなす．カルデラの東

部に比高９０mの中央火口丘を持ち，カルデラ床

は後世の桜島の噴出物などの泥質物で覆われてい

る．若尊カルデラには地形とおおよそ対応した磁

気異常が見られ，周囲の姶良カルデラよりやや低

い傾向にあるが，重力異常は特に見られない．こ

のことは，若尊カルデラの充填物の物性，化学組

成などが姶良カルデラのものとほぼ同じであると

Fig．３ Topography of Aira Caldera including Waka-
miko Caldera and Sakurajima Volcano. Contour
interval on land and in water is１００m and１０m,
respectively.

Fig．４ Geomagnetic total intensity anomaly chart of
Wakamiko Caldera surveyed in２００４. Contour
interval is５０nT.

Fig．５ Free sir gravity anomaly chart of Wakamiko
Caldera surveyed in２００４. Contour interval is５
mGal.
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いうことを示している．若尊カルデラ形成時の噴

出物は新島（燃島）火砕流堆積物であると考えら

れており，その形成年代は約５，３００±３００年前～

１１，０００年前の間である．若尊カルデラ西部及び

中央火口丘付近に「たぎり」とよばれる活発な噴

気活動が見られる．

桜島（３１°３４′５１″N，１３０°３９′１９″E，１，０４０m）

は，姶良カルデラの南縁部に生じた，主に普通輝

石・シソ輝石安山岩の溶岩と火砕物（SiO２５７～

６７％）からなる成層火山である．有史以来の火山

活動は海域においても見られ，火山活動に関連し

た地震によって津波も発生している．

有史以来の主な火山活動

７６４年（天平宝宇８年）海底噴火．三島生ずる．

１４７１～１４７６年（文明３～８年）噴火．「文明大噴

火」．

１７７９年（安永８年）１１月８日噴火開始．「安永大

噴火」．安永８・９年に桜島北東海中に海底噴火

または隆起．９個の小島生成．その後沈没，ま

た合わせて５個の島を形成．

１７８０年（安 永９年）９・１０月海底噴火．津波あ

り．

１７８１年（元明元年）４月高免沖の島で噴火．５月

に高免沖で海底噴火．

１７８２年（元明２年）１月高免沖で海底噴火．

１９１４年（大正３年）１月１０日噴火開始．「大正大

噴火」．桜島と大隅半島が陸続きとなる．

１９４６年（昭和２１年）１～１１月大噴火．山腹から

溶岩流．

１９５５年（昭和３０年）以降，桜島南岳山頂火口か

らしばしば爆発的噴火．

２００６年（平成１８年）頃より南岳火口，昭和火口

において噴煙が見られるなど徐々に活動が活発

化．

２００８年（平成２０年）以降，昭和火口において非

常に活発な噴火活動が続き，現在に至る．

Fig．６ Topography of Kikai Caldera, Satsuma−Iojima Volcano, and Takeshima Island surveyed from２００５to２００９.
Contour interval on land and in water is１００m and５０m, respectively.
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２－（２）．鬼界カルデラ，薩摩硫黄島，竹島を含む

火山

位置 ３０°４５′N，１３０°２２′E：新期カルデラの地形

的中心

３０°４７′２９″N，１３０°１８′２７″E：薩摩硫黄島硫黄岳

の山頂火口 （海の基本図６３５１４，６３５１４－s，海域火

山基礎情報図「鬼界カルデラ」）

概要 鹿児島市の南南西方約１００kmに位置し，

２４km×１６kmの古期カルデラ及びその内側の１６

km×１２kmの新期カルデラから成る．古期カル

デラは９．５～１４万年前，新期カルデラは約７，３００

年前に形成されたと推定されている．カルデラ内

部は中央火口丘や薩摩硫黄島などの後カルデラ活

動の噴出物によって広く覆われており，最深部は

水深５８９mである．中央火口丘の上面には，シ

キタ曽根（水深１３m），中曽根（水深２．７m），

浅瀬（標高１６m）等，いくつかの小さな高まり

が分布しており，山腹にはガリーが発達してい

る．薩摩硫黄島の南方約３kmの海底には１，５００

mに渡る畝状の地形が存在し，頂部には深さ５０

mの溝が延伸方向に平行に走っている．これは

火砕丘である中央火口丘から流出した溶岩流であ

ると考えられる．カルデラ外輪山，中央火口丘，

畝状の地形からドレッジで得られた岩石は全て

SiO２６６～７０％のデイサイト質のものである．

薩摩硫黄島及び竹島（標高２２０m）は鬼界カル

デラの北縁を成す．薩摩硫黄島の硫黄岳（標高

７０４m）は新期カルデラ形成後の成層火山（SiO２

６５％）である．薩摩硫黄島東方２km沖に１９３４～

１９３５年の海底火山活動で形成された新硫黄島

（標高２６m）が存在する．薩摩硫黄島，新硫黄

島，及び中央火口丘には顕著な磁気異常は認めら

れておらず，それぞれの構成物質，地熱状況を反

映していると考えられる．また，薩摩硫黄島で

は，港付近，東温泉，平家城などを中心に常時青

白色から赤褐色の変色水が見られる．

有史以来の主な火山活動

１９３４年（昭和９年）９月～１９３５年（昭和１０年）３

月海底噴火．９月６日から地震群発．９月２０日

海底噴火．１２月新硫黄島生成し現存．

１９９６年（平成８年）１０月山頂部に割れ目がで

き，噴気孔列生成．（硫黄岳）

１９９８年（平成１０年）４月降灰．その後もしばし

ば薩摩硫黄島内で降灰．（硫黄岳）

２００１年（平成１３年）１月以降たびたび降灰．１０

月白色噴煙．（硫黄岳）

２００３年（平成１５年）４月黒色噴煙．１０月灰色噴

煙．（硫黄岳）

２００４年（平成１６年）１１月火口より噴煙．（硫黄

岳）

２００５年（平成１７年）５月から１２月にかけ火口よ

り噴煙．（硫黄岳）

Fig．７ Geomagnetic total intensity anomaly chart sur-
veyed from２００５to２００９. Contour interval is２００
nT.

Fig．８ Free air gravity anomaly chart surveyed from
２００５to２００９. Contour interval is５mGal.
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２－（３）．口永良部島火山

位置 ３０°２６′４２″N，１３０°１２′５９″E：新岳の火口南

東部 （海の基本図６３５３１，６３５３１－S）

概要 鹿児島市の南南西方約１４０kmに位置し，

島の東部は古岳（３０°２６′２４″N，１３０°１２′４９″E，６４９

m），新岳（６４０m，SiO２６１％）などの安山岩の

成層火山体から成る．有史後の噴火は新岳であ

る．火口付近２カ所で噴気が認められる（１９９１

年３月）．

有史以来の主な火山活動

１８４１年（天保１２年）新岳噴火．

１９８０年（昭和５５年）９月２８日水蒸気爆発．

１９８７年（昭和６２年）８月２０日噴煙認められる．

２００５年（平成１７年）１１月５日噴気認められる．

その後も現在まで断続的に噴気認められる．

２－（４）．口之島火山

位置 ２９°５７′４１″N，１２９°５５′５９″E：燃岳の火口内

部

概要 鹿児島市の南南西方約２００kmに位置し，

６km×３kmの楕円形を示し海底からの比高は約

１，１００mに達する．後期更新世以降の活動の火山

島（標高６２８m）である．二重の成層火山で外輪

山をもち，中央火口丘として前岳（成層火山）と

後岳（溶岩円頂丘）がある．岩石は殆どが両輝石

角閃石安山岩である．口之島を頂く高まりの北西

側に連結して，水垂ノ瀬（水深１０．９m），芽瀬

（水深３．２m）等をのせる高まりがある．島の南

岸を中心に，しばしば変色水が見られることがあ

る．

有史以来の火山活動

２００５年（平成１７年）２月小規模な噴気認めら

れる．その後も現在まで断続的に噴気認められ

る．
Fig．９ Topography of Kuchinoerabujima Volcano.

Contour interval is１００m.

Fig．１０ Aeromagnetic total intensity anomaly chart in
and around Kuchinoerabujima Volcano at
height of２，７００ ft, surveyed in２００９. Contour
interval is５０nT.

Fig．１１ Topography of Kuchinoshima Volcano. Con-
tour interval is１００m.
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２－（５）．中之島火山

位置 ２９°５１’３３”N，１２９°５１’３５E：御岳の火口内

概要 鹿児島市の南南西方約２２０kmに位置

し，１０km×５kmの楕円形の御岳（標高９７９m）

を活動の中心とする火山島である．水深５００m

の平坦な海底からの比高約１，５００m，基部の径約

１３kmである．本島の主要部の成層火山体は複輝

石安山岩から成る．

有史以来の主な火山活動

１９１４年（大正３年）１月小噴火．

１９４９年（昭和２４年）多量の噴煙．

１９９１年（平成３年）３月御岳より少量の噴気．

２００５年（平成１７年）９月噴気．その後もしばし

ば噴気認められる．

２－（６）．諏訪之瀬島火山

位置 ２９°３８′１９″N，１２９°４２′５０″E：御岳の火口南

部

概要 鹿児島市の南南西方約２３５kmに位置する

８km×５kmの成層火山（SiO２５５～６０％）であ

る．海底からの比高は約１，４００mである．御岳

（標高７９９m）には２個の火口がある．ともに有

史後も噴火し溶岩（複輝石安山岩）を流出した．

有史以来の主な火山活動

１８１３年（文化１０年）噴火．溶岩流海に達する．

住民全員避難，１８８３年（明治１６年）まで無人

島．

１８８４年（明治１７年）噴火．溶岩流海に達する．

１９２５年（大正１４年）５月１３日噴火．溶岩流出．

１９３８年（昭和１３年）３月１１日噴火．その後もし

ばしば噴火．１９８８年４月の噴火では２，０００m

に達する噴煙が観測されている．

１９９１年（平成３年）３月火口付近に少量の噴気．

Fig．１４ Aeromagnetic total intensity anomaly chart of
Nakanoshima Volcano at height of４，０００ ft,
surveyed in２０１０. Contour interval is２５nT.

Fig．１２ Aeromagnetic total intensity anomaly chart of
Kuchinoshima Volcano at height of４，０００ ft,
surveyed in２００３. Contour interval is２５nT.

Fig．１３ Topography of Nakanoshima Volcano surveyed
in１９７４and１９８１. Contour interval is１００m.

Koji ITO, Daishi HORIUCHI, Atsushi SHIBATA, Akira SUZUKI, and Kaoru KOYAMA
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１９９２年（平成４年）２月噴火．島内降灰．１０月の

噴火では赤熱噴石．以降断続的に１９９７年４月

まで噴火．１９９４年１２月の噴火では火映が見ら

れる．

１９９９年（平成１１年）１月噴火．降灰確認．

２０００年（平成１２年）１２月噴火．多量の降灰．新

火口出現．その後もほぼ毎年噴火．

２００２年（平成１４年）８月噴火．１，５００mに達す

る噴煙が観測される．

２００６年（平成１８年）１月噴火．１，５００mに達す

る噴煙が観測される．

２－（７）．硫黄鳥島火山

位置 ２７°５２′３３″N，１２８°１３′１８″E：硫黄岳の火口

内 （海の基本図６５０６１，６５０６１－s）

概要 鹿児島市の南西方約５００kmにあり，南部

のグスクと北部の硫黄岳の２個の火山が接合した

周囲約８kmの火山島を成す．

グスクは二重の成層火山の外輪山であり，中央

火口丘として偏平な溶岩円頂丘がある．周囲に爆

発火口跡があり，かすかに噴気がある．硫黄岳は

グスクの北西部に位置し，約７００m×５００mの火

口を持つ．成層火山体であり，火口縁の東側に最

高標高点である方位（２７°５２′５２″N，１２８°１３′２１″

E，標高２１２m）がある．岩石は複輝石安山岩．

今も硫気の噴出がある．有史以後の噴火は全て爆

発的で溶岩を流出したことはない．１９５９年の噴火

で無人島になる．

有史以来の主な火山活動

Fig．１５ Topography from Nakanoshima Volcano to
Kappa Sone surveyed in１９７４and１９８１. Con-
tour interval is１００m. [Tokyo Datum]

Fig．１６ Aeromagnetic total intensity anomaly chart of
Suwanosejima Volcano at height of９，０００ ft,
surveyed in２００９. Contour interval is２５nT.

Fig．１７ Topography of Io−Torishima Volcano. Contour
interval is１００m.
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１６６４年（寛文４年）噴火．地震，死者あり．

１９０３年（明治３６年）３～８月噴火．噴石，全島民

が一時久米島に移住．

１９５９年（昭和３４年）噴火．活動が１か月続き，

泥，硫黄が海に流出．全島民８６人は島外に移

住．

１９６８年（昭和４３年）７月噴火．

現在は断続的に噴気，変色水が見られる．

２－（８）．西表島北北東海底火山

位置 ２５°N，１２４°E：詳細な位置は不明（海の基

本図６５１４１，６５１４１－s）

概要 １９２４年１０月３１日海底噴火に伴い多量の

軽石が黒潮にのって漂流し日本各地の海岸に漂着

した．

海底の噴火点については，日本活火山総覧（第

３版）によると，２４°３４’N，１２３°５６’Eとされてい

るが，当該地点は舟状海盆の斜面に相当し，火山

を想定させる地形，地磁気異常は認められない．

最も近くに位置する海底火山には第一小浜海丘

（２４°４６．２’N，１２３°５６．９’E，水深１，５５５m），第二

小浜海丘（２４°４６．３’N，１２３°５９．０’E，水深１，４７２

m），及び西表海丘（２４°５０．５’N，１２４°０６．６′E，

水深９８０m）があるが，第一小浜海丘，第二小浜

海丘はそれぞれ玄武岩，玄武岩質安山岩で構成さ

れていると考えられており，また，どの海丘から

も変質の無い新鮮な軽石は見つかっていないた

め，これらの海丘が１９２４年噴火の源であった可

能性は低い．

有史以来の火山活動

１９２４年（大正１３年）１０月３１日海底噴火．日本各

地に軽石漂流．これ以外の活動の記録はない．

３．南方諸島海域の火山

３－（１）．伊豆東部火山群（手石海丘を含む）

位置 ３４°５９′３７″N，１３９°０７′４８″E：手石海丘の火

口内 （海図１０７８，海の基本図６３６２１）

概要 伊豆半島東部地域に密集する玄武岩～デイ

サイト質の多数の砕屑丘，溶岩流，溶岩円頂丘な

どと，その東方海域に密集する多数の海底火山か

ら成る火山群．伊豆半島東方海域では，過去度々

群発地震が発生し，１９８９年には群発地震，微動

とともに伊東市沖で海底火山噴火が発生し，手石

海丘が新たに形成された．これは，伊豆東部火山

群として有史以来初めての噴火である．

水路部（当時）測量船「拓洋」による手石海丘

Fig．１８ Aeromagnetic total intensity anomaly chart of
Io−Torishima Volcano at height of１,３００ft, sur-
veyed in２００６. Contour interval is５０nT.

Fig．１９ Topography off north−northeast of Iriomote-
jima Island surveyed in１９９４. Contour interval
is１００m.
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の噴火の観測では，水柱が断続的に上がり，その

高さは最大で海面から１１３mに達した．

手石海丘は，直径４５０m，高さ約１０m，最浅

地点の水深８１m，火口の直径約２００m，火口の

最深水深１２２mのマールである．

有史以来の火山活動

１８９０年（明治３年）群発地震．

１９３０年（昭和５年）群発地震（伊東沖）．

１９７８～１９８９年（昭和５３～平成元年）しばしば群

発地震．

１９８９年（平成元年）６月３０日群発地震開始．７月

１１日微動．７月１３日伊東沖の手石海丘で海底

噴火．

１９９３年（平成５年）５月群発地震．以後ほぼ毎年

群発地震．

３－（２）．伊豆大島火山

位置 ３４°４３′３７″N，１３９°２３′４０″E：三原山の火口

内部 （海図１０６６，海の基本図６３６３７，６６４０）

概要 伊豆大島（７３６m）は，１３km×９kmの主

Fig．２０ Topography of sea area of the Izu−Tobu Volcano Group. Contour interval is１００m.

Fig．２１ Detailed topography of Teishi Knoll surveyed
by Hydrochart multibeam sounding system in
October１９８９. Contour interval is５m.
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に玄武岩から成る複式成層火山島である．山頂の

カルデラ（直径３～４km）は東方に開く．島の伸

長方向に並ぶ側火山からの側噴火が多い．

伊豆大島の東海岸沿いには伊豆大島火山の基盤

を成す岡田火山，行者窟火山，筆島火山の古い火

山が分布していることが知られているが，伊豆大

島東岸沖の海底は島棚などが発達することなく相

模トラフに向かって傾斜する急斜面に連続してお

り，これらの古い火山の山体は見られない．島の

南端の波浮港は９世紀におきたマグマ水蒸気爆発

でできた爆裂火口が，後の元禄地震の津波で開口

したものであるといわれている．

１５５２年以降の噴火は主に山頂部で発生してい

たが，１９８６年１１月の噴火では，三原山頂火口内

で噴火後カルデラ床で側噴火がおこり，火口列は

外輪山外側斜面にまで延びた．火山活動時期を通

じて伊豆大島沿岸部に広く変色水が認められた．

伊豆大島の西方には北に開く馬蹄形の凹地形が

隣接している．伊豆大島の長軸方向の延長部にあ

たる北西沖には，伊豆大島の側火山として乳ケ埼

海丘（水深２１７m，比高約３５０m），西乳ケ埼海

丘（水深３１４m，比高約５００m）などの高まりが

あり，その北方延長部には伊豆東部火山群があ

る．長軸方向の南東延長部は波浮海脚にあたり，

同海脚には間隔約８００mで２列の側火山列があ

る．１９８７年の測量の結果，北東側の火山列に水深

１８５mの側火山が新たに確認された．１９５４年と

１９８７年の測量結果を比較すると，北東側の側火

山列に水深の増加が著しく，最大１００mもの増

加があった．

１９８６年の噴火に関連して，三原山 B火口付近

に振幅３００nT，波長約３５０mの熱消磁によると

みられる磁気異常が観測された．

有史以来の主な火山活動

６８４年（天武天皇１２年）噴火．

１３３８年（延元３年）噴火．西岸に達する溶岩流

（側噴火）．

１４２１年（応永２８年）噴火．海岸に異変．南部に

側噴火．

１５５２年（天文２１年）噴火．東岸に達する溶岩

流．

１６８４年（貞享元年）噴火．「貞享の大噴火」．溶

岩北東海岸まで流出．火山活動７年間継続．

１７７７～１７７９年（安永６～８年）噴火．「安永の大

噴火」．多量の溶岩を流出し，先端は東海岸か

ら海中に流下．

１９１２～１９１４年（明治４５～大正３年）噴火．

１９５０～１９５１年（昭和２５～２６年）噴火．

１９８６年（昭和６１年）噴火．４か月半に及ぶ微動

などの続発した前兆期間後，１１月１５日１７時

２５分頃，三原山頂火口内で噴火．１９日火口をあ

ふれた溶岩はカルデラ床の一部に広がる．２１

日１６時１５分にカルデラ床で側噴火がはじま

り，１６時３０分頃火口列は南東の三原山斜面

（B火口列）にのび長さ約５００mとなる．１７時

４５分頃外輪山を飛び越えて外輪山外側斜面（C

火口列）に及び長さ３．３kmの火口列（B火口

列南端から C火口列北端まで）ができる．溶

岩は元町方面に流出したが途中で停止．２２日

の明け方までに１３，０００人の島外避難が行われ

た．

１９８７年（昭和６２年）１１月小噴火．

１９９０年以降の観測では，岡田港付近，筆島付

近，砂ノ浜付近を中心に，島全体に渡って白～

黄褐色の変色水が繰り返し観測されている．

２０００年（平成１２年）６月の三宅島の噴火以降，１９９４

Fig．２２ Topography of Izu−Oshima Volcano. Contour
interval is１００m.
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年の観測開始以来続いていた山体の膨張が止ま

り，これまで周期的に起こっていた群発地震が

７月にも発生した．

３－（３）．新島火山

位置 ３４°２０′４０″N，１３９°１５′２３″E：向山溶岩ドー

ム上の丹後山 （海図５１）

概要 東京の南西方約１５０kmにある南北１１km

の細長い火山島で，島頂は宮塚山（３４°２３．８’

N，１３９°１６．２′E，４３２m）．南部と北部に流紋岩の

溶岩円頂丘群があり，北端部には玄武岩の火山礫

層がわずかに分布している．噴火すれば激烈で火

砕流，泥流も生じやすい．

新島は式根島，地内島と共に１８km×１２kmの

南北に伸びた楕円形状の高まりの上にのり，大室

ダシ，神津島，銭州等とともに銭州海嶺を形成し

ている．

南部の丹後山（２８３m）に対応する振幅２６０nT

のダイポール型磁気異常が認められる．磁気異常

の振幅は弱く，珪長質の山体であることを反映し

ている．

新島近海では，１９５７年以降しばしば群発地震

が観測されている．

有史以来の主な火山活動

８８６年（仁和２年）噴火．新たに１島生じたとい

う．

１９８８年（昭和６３年）６月島北部に変色水．

１９９０～１９９８年（平成２～１０年）にかけ，島全周

にかけて青白色の変色水が見られた．

２０１１年（平成２３年）９月島東部のミクツ根から

羽伏浦，また島西部の鼻戸埼から大磯埼にかけ

乳白色の変色水が見られた．

Fig．２３ Aeromagnetic total intensity anomaly chart of
Izu−Oshima Volcano at height of３，８００ft, sur-
veyed in２００８. Contour interval is１００nT.

Fig．２４ Topography of Niijima Volcano surveyed by
multibeam sounding system in１９９０. Contour
interval is１００m.

Fig．２５ Aeromagnetic total intensity anomaly chart
over Niijima Volcano. Contour interval is５０nT.
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３－（４）．神津島火山

位置 ３４°１３′１０″N，１３９°０９′１１″E：天上山 （海

図５１）

概要 東京の南西方約１７５kmにある６km×４

kmの火山島で，流紋岩（SiO２７５～７７％）の溶岩

円頂丘群と火砕岩からなる．

神津島は２５km×１０kmの北東－南西に延びた

長方形の高まりの上にのり，大室ダシ，新島，銭

州等とともに銭州海嶺を形成している．

噴火記録は島中央の天上山（５７２m）のみ．噴

火すれば激烈．天上山に対応する磁気異常が認め

られる．神津島東方海域では２０００年７～８月に活

発な地震活動と地殻変動が観測されている．

有史以来の主な火山活動

８３２年（天長９年）噴火．溶岩流海に流入．

８３８年（承和５年）８月２日噴火．溶岩流海に流

入．

１９９０～１９９８年（平成２～１０年）にかけ，多幸湾

を中心に青白色の変色水が見られた．

２００３年（平成１５年）１１月島の北東の牛鼻の北側

海岸線に沿って幅約２００mのごく薄い褐色の

変色水を視認した．

２００１１年（平成２３年）１１月多幸湾奥に薄青色及

び乳白色の変色水を視認した．

３－（５）．三宅島火山

位置 ３４°０５′０６″N，１３９°３１′３１″E：山頂火口内部

（海の基本図６３６４１，６３６４１－s）

概要 東京の南方約１７０kmにある径８kmのほ

ぼ円形をした玄武岩質（SiO２５０～５５％）の二重

式成層火山．山体の基底は海面下３００mまで延

び南北方向に主軸がある．雄山を含む山頂は，

２０００年の噴火によって直径約１，５００mの円形状

に５００m以上陥没した．山頂噴火のほか山腹～

付近海底での割れ目噴火がよく見られる．山腹噴

火に際しては海岸地域で激しいマグマ水蒸気爆発

が起こりやすい．三宅島西方の海底斜面には海岸

線から西北西に伸びる割れ目が多数存在する．

典型的なダイポール型（＋１，７６０nT，－４３０

nT，極値間隔３．４km）の磁気異常分布を示す．

残差分布をみると，雄山をほぼ東西に横断する負

の領域と島の南西部付近に見られる負の領域が特

徴的である．また，陥没によって磁気異常分布が

変化した．

有史以来の主な火山活動

１６４３年（寛永２０年）噴火．溶岩海中へ約１km

流出．噴火約２週間続く．

１７１２年（正徳元年）噴火．溶岩海中へ（新鼻付

近か）．

１７６３年（宝暦１３年）噴火．薄木に深い火口がで

Fig．２６ Topography of Kozushima Volcano surveyed
by multibeam sounding system. Contour inter-
val is１００m.

Fig．２７ Geomagnetic total intensity anomaly chart of
Kozushima Volcano surveyed in２００９. Con-
tour interval is２５nT.
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き水溜まる（新澪池か）．

１８７４年（明治７年）７月３日噴火．山腹で噴火し

溶岩は東郷に達し海に５，０００m２の陸地を造る．

１９４０年（昭和１５年）７月噴火．北東山腹より噴

火．溶岩は赤場暁湾に達す．噴火に先立ち赤場

暁の海岸及び北西山腹に水蒸気を見る．

１９６２年（昭和３７年）８月２４日噴火．割れ目噴

火．溶岩噴泉．多数の火孔から溶岩を海中にま

で流出．海底にもスコリアが広く分布．噴出物

総量０．９×１０７m３．

１９８３年（昭和５８年）１０月３日噴火．南西山腹か

らの割れ目噴火．溶岩噴泉．溶岩流は主に３方

向に流れ，南南西に流れたものは海中に達し

た．西方に流れたものは阿古地区の住宅を埋没

し海岸近くで止まった．島南部の新澪池付近と

新鼻の海岸付近でマグマ水蒸気爆発が発生．噴

出物総量２，０００万トン．

２０００年（平成１２年）６月２７日三宅島西方で変色

水確認．水深８０m付近海底に噴火．７月８日

山頂の八丁平カルデラから噴火．７月から８月

にかけて山頂カルデラ底が大きく陥没した．噴

火は９月まで続き，８月１０日，１８日，２９日に

は噴煙の高さが最大１４，０００mまで達する大噴

火．８月２９日の噴火では火砕流が発生し，山

頂火口からはそれ以降現在も二酸化硫黄の放出

が続いている．９月４日には全島民が避難．

２００５年（平成１７年）２月避難指示解除．

３－（６）．八丈島火山群

位置 ３３°０８′１３″N，１３９°４５′５８″E：西山の火口南

部 （海の基本図６３６５１，６３６５１－s）

概要 八丈島は東京の南方約２８０kmにあり，東

山（３３°０５．５′N，１３９°４８．７′E，７０１m）と 西 山

（８５４m）の２火山が接合した１４km×７．５kmの

火山島である．また，東山の周囲にはより古い火

山体として洞輪沢沖火山，小岩戸火山等数多くの

火山体が存在していたことが知られているが，波

食によって失われたり東山に覆われるなどして，

現在ではその一部を海岸部に露出させているに過

ぎない．西山北西部の海中には北西―南東方向に

並んだ多数の側火山体が分布する．これらの側火

山体を除き，八丈島及び八丈小島など主要な火山

体は水深４００mから盛り上がるドーム状の高ま

りの上に生じているが，この高まりの一部は強い

磁気異常を示すこともあり，失われた古い山体の

名残であるかもしれない．

東山に噴火記録なし．西山は玄武岩（SiO２５０～

５５％）の成層火山で，山頂噴火のほか山腹や付近

海底から噴火したことがある．水深４００mの等

深線を火山体と考えると基底の直径約３０km．西

山の磁気異常の振幅は１，９００nT強．正負の異常

のピーク間隔は約２．８kmで典型的なダイポール

型を示す．

Fig．２９ Aeromagnetic total intensity anomaly chart of
Miyakejima Volcano at height of４，８００ ft sur-
veyed in２００７. Contour interval is５０nT.

Fig．２８ Topography of Miyakejima Volcano surveyed
in１９９５. Contour interval is１００m.
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有史以来の主な火山活動

１６０６年（慶長１０年）１月２３日海底噴火．八丈島

付近で海底噴火し火山島生成（位置及びその後

の模様不明）．

２００２年８月 約２週間で７，０００回の群発地震が

発生，ダイクの貫入が原因とされる．

３－（７）．青ケ島火山

位置 ３２°２７′１０″N，１３９°４６′０６″E：丸山の火口内

海図１０７１，海の基本図６４２２５，６４２２５－s）

概要 青ケ島は東京の南方３６０kmに位置する火

山島である．山体の最高点は大凸部（３２°２７．５′

N，１３９°４５．５′E，４２３m）であり，島の南部に径

１．５kmのカルデラとその中央に中央火口丘であ

る丸山を持つ．カルデラ外輪山は玄武岩（SiO２

５１～５２％），中央火口丘は安山岩（SiO２６１～

６２％）から成る．島の北端及びカルデラ内の数箇

所に噴気孔．黒崎海岸には海中温泉の湧出があ

る．

海底部分を含めた青ケ島火山全体は水深１，２００

～１，４００mまで延びており，北北西―南南東の方

向性を持つ．海底部にはこの走向に平行していく

つもの側火山体が認められる．青ケ島火山の東方

には，第２青ケ島海丘と第３青ケ島海丘を外輪山

上に持つ東青ケ島カルデラがある．

青ケ島付近に分布する磁気の正異常域は，山体

斜面を越えてさらに南側にまで伸びている．この

方向に沿ってマグマの貫入活動の存在が推察され

る．

有史以来の主な火山活動

１６５２年（承応元年）噴煙．

１７８０～１７８３年（安永９～元明３年）噴火．

１７８５年（天明３年）噴火．４月１８日火口原から噴

煙，赤熱噴石，泥土噴出．５月頃まで続く．３２７

人の居住者のうち１３０～１４０名が死亡と推定．

残りは八丈島に避難し，以後５０余年無人島と

なる．

Fig．３０ Topography of Hachijojima Volcanic Group
surveyed in１９９６. Contour interval is１００m.

Fig．３１ Geomagnetic total intensity anomaly chart of
Hachijojima Volcanic Group surveyed in１９９６
and１９９７. Contour interval is５０nT.

Fig．３２ Topography of Aogashima Volcano surveyed
in１９８４. Contour interval is１００m.
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３－（８）．明神火山（ベヨネース列岩，明神礁，高

根礁を含む）

位置 ３１°５５．１′N，１４０°０１．３′E：明神礁の最浅部

（海図８１，海の基本図６４２２８，６４２２８－s，海域火

山基礎情報図「明神礁」）

概要 明神海山は東京の南方４２０kmに位置し，

山体中央に７km×９kmの明神礁カルデラ，カル

デラ内に中央火口丘である比高約６５０mの高根

礁，カルデラ外輪山北東縁上に後カルデラ火山と

して明神礁を持つ複式火山である．比高は約

１，４００mで，山麓には多数の崩壊地形が見られ

る．また，西側外輪山の一部としてベヨネース列

岩を持つ．ベヨネース列岩は３個の烏帽子型の岩

と数個の小礁から成り，玄武岩で構成されている

（SiO２５２％）．明神礁は最浅水深５０mの円錐形の

山体であり，１８７０～１９７０年までの１００年間に１１

回の噴火を起こしている，現在最も活発に活動し

ている部分である．大噴火時には多量のデイサイ

ト質軽石（SiO２６３～６９％）を噴出している．１９９８

年の調査において明神礁の火口中央付近から気泡

が出ているのが確認された．

有史以来の主な火山活動

１８６９年（明治２年）海底噴火．

１８７０年（明治３年）小島噴火．詳細不明．

１８７１年（明治４年）海底噴火．

１８９６年（明治２９年）小島岩が噴出し烈しく波浪

する．

１９０６年（明治３９年）噴煙，軽石浮流．

１９１５年（大正４年）海底噴火．岩石噴出，噴煙．

１９３４年（昭和９年）海底噴火．海水黄変，硫黄

臭．

１９４５年（昭和２０年）１０・１１月，乳白色の変色

水．硫黄臭．

１９４６年（昭和２１年）新島出没．１月新島発見．２

月長さ２００m，幅１５０m．４月４個の新島（高

さ約３６m）．１０月高さ１００mのもの１個．１２

月海面下に沈下．

１９５２～１９５３年（昭和２７～２８年）大爆発を伴う新

島出現．９月１７日海底噴火（明神礁と命名）．

新島は径百数十m，高さ数１０m．中・下旬に

大爆発．９月２３日新島沈没．９月２４日調査中

の水路部（当時）所属第５海洋丸遭難，３１名

殉職．１０月１１日頃再び新島出現（翌年３月１１

日頃消滅）．４月５日頃３たび新島出現（９月３

日頃海面下に沈下）．

１９５４年（昭和２９年）１１月４日噴火．

１９５５年（昭和３０年）６月２５日噴火．

１９５７年（昭和３２年）５月２日海面に深海魚の死

体浮遊．海底火山活動によるものと推定．

１９６０年（昭和３５年）７月２１日噴火．噴煙２，０００

～３，０００m，軽石（デイサイトであるが中に玄

武岩の岩片を含む）浮遊．

１９７０年（昭和４５年）１～６月噴火．噴煙，軽石

（複輝石デイサイト）浮遊．

１９７１年（昭和４６年）３月，８月，１９７９年（昭和

５４年）７月，１９８０年（昭和５５年）１１月，１９８３

年（昭和５８年）５月，１９８６年（昭和６１年）１０

月にそれぞれ変色水．

１９９３年（平成５年）６月測量船「昭洋」，自航式

ブイ「マンボウ」による測量の結果によると最

浅部は４７m．

１９９９年（平成１１年）１月測量船「昭洋」，無人測

量船「マンボウ�」による調査結果によると最
浅部５０m，火口頂部付近から気泡噴出．

Fig．３３ Aeromagnetic total intensity anomaly chart
over Aogashima Volcano at height of３，０００ft.
Contour interval is１００nT.
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３－（９）．須美寿島，スミスカルデラ，白根を含む

火山

位置 ３１°２９．６′N，１４０°０４．６′E：白根の最浅部

（海の基本図６５２７２，６５２７２－s）

概要 須美寿島は東京の南方約４８０kmにある高

さ１３６mの突岩（３１°２６．２′N，１４０°０２．８′E）で，

波食により削り残された岩体である．本島の北側

には北西－南東を長軸とする径１０kmのスミス

カルデラ（最深部９６９m）があり，最大で３５°の

急斜面を有する．スミスカルデラ外部の山麓に

は，スランプによると推測される波長１～２km

の同心円状の畝地形が発達している．スミスカル

デラ中央部には比高約２００m，頂部水深７９５mの

小さな中央火口丘がある．スミスカルデラ東部，

須美寿島北北東７kmにある白根（水深７．７m）

と呼ばれる礁（複輝石ガラス質安山岩）は底径約

２．５kmの円錐形の火山であり，スミスカルデラ

の形成後に形成された後カルデラ火山の１つであ

る．１８７０年の噴火記録はこの火山によるものと

考えられる．須美寿島（カンラン石玄武岩）はス

ミスカルデラの南側にあり，スミスカルデラから

南北に延びる約５km×２kmの高まりの頂部であ

るが，この高まりは北部をスミスカルデラに切ら

Fig．３４ Topography of Myojin Volcano surveyed in１９９８. Contour interval is１００m.

Fig．３５ Geomagnetic total intensity anomaly chart in
the vicinity of Myojin Volcano surveyed in
１９９８and１９９９. Contour interval is５０nT.
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れていることから，スミスカルデラ形成以前の山

体であると考えられる．大陸棚相当面が発達して

いることから，スミスカルデラの形成は少なくと

も約２万年前より古いことが分かる．須美寿島北

西（水深２１８m）から採取された玄武岩の組成は

SiO２５０．４％， Na２O２．４７％， K２O０．２３％である．

有史以来の主な火山活動

１８７０年（明治３年）海底噴火．須美寿島北北東

約５マイルで噴火．小島出現（高さ約１３m，

長径３３m）．

１９１６年（大正１５年）６月２１日噴火．須美寿島の

西端の海底で爆発と黒煙．

１９７４年（昭和４９年）７月６日須美寿島北に変色

水と硫黄臭．

１９９２年（平成４年）１０月７日白根で黄色変色水

と硫黄臭の情報．

１９９４年（平成６年）１月，７月須美寿島の東及び

北側に薄い変色水．

２００２年（平成１４年）２月，９月，２００３年（平成

１５年）１１月，２００５年（平成１７年）３月，２００９

年（平成２１年）１１月，２０１０年（平成２２年）９

月に変色水．

３－（１０）．伊豆鳥島火山

位置 ３０°２９′０２″N，１４０°１８′１１″E：硫黄山の山頂

（海の基本図６５５３５，６５５３５－s）

概要 東京の南方約５７０kmにある周囲約６．５

kmのほぼ円形に近い二重成層火山（玄武岩～安

山岩：SiO２４８～６０％）．中央火口丘として硫黄山

（３９４m）がある．

伊豆鳥島付近の海底地形は複雑で，伊豆鳥島以

外にいくつかの高まりが認められ，全体で１つの

複合火山体を構成していると考えられる．特に，

伊豆鳥島の北２～８kmに位置する高まりは，水

深３００mの等深線でみると伊豆鳥島よりもはる

かに大きく，この高まりの中央にはカルデラ，な

いしは火口と考えられる直径２km，深さ８０mほ

どの浅い凹地が認められる．山体斜面には，スラ

ンプによって形成されたと推測される波長約２

kmの同心円状の畝地形が発達している．

伊豆鳥島及びその周辺では地形的高まりの部分

にダイポール型の短波長の磁気異常が認められる

が，これを除けば負の異常が卓越している．伊豆

鳥島近海で＋１８２mGalのフリー・エア重力異常

が認められる．

有史以来の主な火山活動

１９０２年（明治３５年）大噴火．島の中央に大火口

を形成．島の南南西約１kmの海中及び島の北

西部でも爆発が起こり，島北部に兵庫湾を形

成．全島民１２５名死亡．

１９３９年（昭和１４年）８～１２月大噴火．

１９７５年（昭和５０年）変色水．

１９９８年（平成１０年）硫黄山の山頂火口南西部に

径３５mの小火孔が形成される．

Fig．３６ Topography around Sumisujima Island sur-
veyed in１９９６. Contour interval is１００m.

Fig．３７ Geomagnetic total intensity anomaly chart
around Sumisujima Island surveyed in１９８４.
Contour interval is１００nT.
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２００２年（平成１４年）８月硫黄山南西火口縁から

噴火．噴煙の高さ火口上６００m．噴火は水蒸気

噴火からスコリア噴出へと変移しつつ１０日ほ

ど継続した．

３－（１１）．西之島火山

位置 ２７°１４′４８″N，１４０°５２′４６″E：新島部 （海

の基本図６５５６８，６５５６８－s）

概要 東京の南方約９３０kmにある火山島で，島

の形状は６５０m×２００m．島頂は中央部付近（２７°

１４．８′N，１４０°５２．５′E，２５m）で，全体として平

低な安山岩質の島（SiO２５８～６０％）である．山

体は，西之島の１２km西部に位置するより古い

火山体と西之島を含む新しい火山体から成り，古

い火山体は山体斜面に谷が刻まれ，北北西－南南

東方向の断層によって変位を受けている．一方，

新しい火山体では谷の発達は顕著ではなく，表面

の堆積物がスランプしたしわが見られる．側火山

体もいくつか見られ，それぞれに対応した磁気異

常が見られる．

１９７３年，西之島至近の海底で有史以来噴火記

録のない西之島が活動を開始し，新島を形成し

た．その後，新島は西之島と接続し新島の大半が

波浪による浸食を受け，その一部のみが現存す

る．１９９９年１月現在の新島の面積２５０，１００m２，

標高１５．２m．新島からシソ輝石普通輝石安山

岩，カンラン石単斜輝石安山岩が採取されてい

る．SiO２５８．４～５８．９％，Na２O０．４１～０．４２％，K２O

１．１２～１．１６％．

有史以来の主な火山活動

１９７３年（昭和４８年）新島誕生．４月１２日変色

水，５月３１日白濁の噴出孔，変色域幅２００

m，長さ３km．６月１９日噴煙高さ３０m．７月

５日濃厚な変色海域，延長１６km，噴出点に２０

～３０mの岩礁の色調あり．９月１４日新島は黒

色の噴石丘で，直径１２０m，中央に直径約７０

mの円形噴火口，高さ北側で約４０m，南側で

約２０m，噴煙の高さ１，５００m．９月２９日新島

主火口より溶岩流出．１２月２１日東西５５０m，

南北２００～４００mの火山島に成長（西之島新島

と命名），面積１２１，０００m２，標高５２m.

１９７４年（昭和４９年）５月，この頃まで火山活動

を継続し，以後は休止する．６月１０日漂砂等

により新島と旧島が結合．

１９９０年（平成２年）以降の観測では，常時薄い

黄緑色変色水．

Fig．３８ Topography around Izu−Torishima Volcano
surveyed in１９９５. Contour interval is１００m.

Fig．３９ Geomagnetic total intensity anomaly chart
around Izu−Torishima Volcano surveyed in
１９８６. Contour interval is１００nT.
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３－（１２）．海形火山

位置 ２６°４２′３３″N，１４１°０４′２７″E：東峰の山頂火

口内の中央火口丘 （海図８３，海域火山基礎情報

図「海形海山」）

概要 東京の南方約１，０００kmにある海山（浅部

水深１６２m）で，その基部は水深３，５００mにあ

り，南部の海徳海山とは水深２，２００mで尾根を

接する．海形火山頂部には東峰（頂部水深４２６

m）と北東―南西に連なる３つの峰からなる西峰

列（頂部水深北より，４７５m，１６２m，６２５m）と

がある．東峰の山体西部には東に開口した直径５

kmの馬蹄形カルデラが存在し，その東側に円錐

形の新期火山体が成長している．この新期火山体

の山頂には直径３km，最大水深９３０mの円形を

したカルデラがあり，その北西部に中央火口丘が

見られる．西峰列はほぼ円錐形をしているが，最

も南部の峰は山頂に水深６５０mの平坦面を持

つ．

東峰新期火山体山頂カルデラ縁からカンラン石

玄武岩，中央火口丘からシソ輝石普通輝石安山

岩，西峰から斜方輝石安山岩，普通輝石カンラン

Fig．４０ Topography of Nishinoshima Volcano surveyed in２０１０and２０１１. Contour interval is１００m.

Fig．４１ Geomagnetic total intensity anomaly chart of
Nishinoshima Volcano surveyed in２０１０ and
２０１１. Contour interval is５０nT.
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石玄武岩，石英ドレライト等が採取されている．

音波探査で得られた地下構造から見積もられた本

火山の活動順序は，東峰古期火山体→西峰列→東

峰新期山体である．本火山には熱水活動の証拠が

ある．

有史以来の火山活動

噴火の記録なし．

３－（１３）．海徳火山

位置 ２６°０７．６′N，１４１°０６．１′E：南東峰の最浅部

（海図２１３０）

概要 海徳海山は東京の南方約１，０５０kmにあ

り，基部の直径４０km，比高約２，５００mで３つの

峰から成る．南にある２つの峰はその位置によ

り，それぞれ東海徳場（水深９５m），西海徳場

Fig．４２ Topography of Kaikata Volcano surveyed in２０１０. Contour interval is１００m.

Fig．４３ Geomagnetic total intensity anomaly chart
around Kaikata Volacno in２０１０. Contour in-
terval is５０nT.

Fig．４４ Free air gravity anomaly chart around Kaikata
Volcano surveyed in２０１０. Contour interval is
５mGal.
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（水深１０３m）と呼ばれている．

１５４３年に２６°００′N，１４０°４６′Eで海底噴火の報

告があるが，海徳海山付近での確実な噴火記録は

１９８４年の東海徳場での噴火である．北峰（頂部

水深５０６m）の岩石は非アルカリ玄武岩（SiO２

４８％）であるが，１９８４年の噴火の際に東海徳場

から噴出した軽石はデイサイト質である．

有史以来の火山活動

１５４３年（天文１２年）海底噴火．西海徳場か．

１９８４年（昭和５９年）海底噴火．３月７日変色水．

３月８日岩噴出，海面上には岩は認めない．３

月１６日黒い岩礁らしきもの海面から１m位出

る．３月２３日高さ約１６０m，幅約２３０mの噴

出．３月２６日以降噴煙，噴気，海面の盛り上

がり視認できず．７月以降変色水認めず．３月

採 取 の 軽 石 SiO２６２．３％，Na２O５．２％，K２O

１．４％，変色水 pH７．４～７．８，Fe０．２８～０．３２mg

/l.

２００１年（平成１３年）７月２０日東海徳場付近で海

底からの気泡噴出．

３－（１４）．北硫黄島及び噴火浅根を含む火山

位置 ２５°２７．３′N，１４１°１４．３′E：噴火浅根山頂の

地形的中央部 （海の基本図６５５９３，６５５９３－s）

概要 北硫黄島は東京の南方約１，１３０kmに位置

する火山列島最北の島で，中央部を南北に連なる

山峰があり最高頂は南部の榊ケ峰（標高８０２

m）．山頂付近に噴火口はなく島での噴火の記録

はない．浸食の進んだ玄武岩の成層火山．周辺海

域から普通輝石ピジョン輝石安山岩，カンラン石

斜方輝石玄武岩等が採取されている．

北硫黄島の西側にはほぼ円形のカルデラ状の凹

地が存在し，北硫黄島はカルデラ形成以前の山体

である可能性がある．このカルデラの西側には水

深１００～１６０mの平坦面が広がっており，最終氷

期に形成された島棚であると考えられる．カルデ

ラの中には，後カルデラ火山として北硫黄島の北

ノ岬の西方約５kmに噴火浅根（最浅水深１４m）

があり，１８８０年に噴火の記録がある．

有史以来の火山活動

１７８０年（安永９年）海底噴火．

１８８０年（明治１３年）海底噴火．海中から泥土，

灰を伴う火炎を噴出．

１９３０～１９６８年（昭和５～４３年）海底噴火．この

間しばしば噴火があった模様で，火炎，噴煙，

硫黄，泥土，水柱等の噴出．その後現在までし

ばしば変色水が観測される．

３－（１５）．硫黄島火山

位置 ２４°４６′４９″N，１４１°１９′２８″E：基地南部の三

角点 （海の基本図６５６０１，６５６０１－s）

概要 東京の南方約１，２００kmに位置する硫黄島

（粗面岩質安山岩（SiO２５８～６１％））は，水深２００

m以深からそびえる直径４０km以上の火山体の

頂上部にある．北東～南西の長さは約８kmで，

南西端の摺鉢山（２４°４５．５’N，１４１°１７．２’E，１６１

m）及び北東部の元山（１１５m）の２つの火山並

びにその間の千鳥ケ原から成る．

Fig．４６ Topography around Kita−Ioto Volcano sur-
veyed in１９９２. Contour interval is１００m.Fig．４５ Topography of part of Kaitoku Volcano（Hi-

gashi−Kaitokuba）surveyed in１９９２. Contour
interval is１００m.
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島の各地に硫気と地熱地域があり，島の隆起が

続いている．有史以来の噴火は水蒸気爆発であ

る．北東岸の近くに活動の盛んな部分があり，海

水は変色し硫気臭が強い．北ノ鼻の西方約８５０

m，南東岸南西部沖の二ツ根（１．５m）の東北東

約１，５００mと約１，８５０mにも海底硫気孔がある．

重力・地磁気の調査から，山体内部が高温で中

心部に高密度物質があることが分かる．山頂部の

隆起と放熱が続いていることとも考え合わせ，火

道を通じてマグマの供給が続いていると推測され

る．

硫黄島の北西約１５kmに海勢西ノ場（２４°５０．８′

N，１４１°０７．８′E，水深１８７m），南方２０kmに海

神海丘（２４°３３．６′N，１４１°１９．５′E，水深１９８m，

粗面岩質安山岩）がある．両浅所と推定される位

置から火山活動の報告があるが，詳細不明．

有史以来の主な火山活動

１９２２年（大正１１年）７月西海岸付近で水蒸気爆

発．

１９３８年（昭和１３年）硫黄湧出（海神海丘か）．

１９６７年（昭和４２年）１２月西海岸で水蒸気爆発．

１９７４年（昭和４９年）海勢西ノ場で海底火山の活

動らしきものの報告．

１９８０年（昭和５５年）３月北の鼻で泥噴火．

１９８２年（昭和５７年）３月井土ケ浜中央部で小爆

発．

１９９４年（平成６年）８月馬の背（千鳥温泉跡）で

高さ２００mの白色噴煙．

１９９９年（平成１１年）阿蘇台で小規模な水蒸気爆

発．

２００１年（平成１３年）９月２１日硫黄島南岸の翁浜

沖合い１５０m付近２箇所で海底水蒸気爆

発．１０月１９日には北西側の井戸ヶ浜で水蒸気

爆発．

２００４年（平成１６年）６月６，８日阿蘇台陥没孔

でごく小規模な水蒸気爆発．

２０１２年（平成２４年）２月，島西部の旧火口（ミ

リオンダラーホール）でごく小規模な水蒸気爆

発．

３－（１６）．北福徳火山（北福徳堆，北福徳カルデ

ラ，福徳岡ノ場，南硫黄島を含む）

位置 ２４°２５．０′N，１４１°２５．０′E：北福徳堆の地形

的中央部 （海図８６，海域火山基礎情報図「北福

Fig．４７ Topography of Ioto Volcano surveyed in１９９１.
Contour interval is１００m.

Fig．４８ Aeromagnetic total intensity anomaly chart
around Ioto Volcano at height of２，２００ ft sur-
veyed in２００７. Contour interval is１００nT.

Fig．４９ Topography of Kaisei−Nishinoba Volcano sur-
veyed in２００３. Contour interval is５０m.
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徳堆」）

２４°１７′０５″N，１４１°２８′５２″E：福徳岡ノ場の地形

的中央部 （海図８６，海域火山基礎情報図「福徳

岡ノ場」）

概要 東京から約１，３００km南方に北福徳堆，北

福徳カルデラ，福徳岡ノ場，南硫黄島を含む４０

km×２０kmの複合火山が存在する．主な噴火の

中心は，地形及び地磁気異常より，北福徳堆の３

つの浅所，北福徳カルデラの中央火口丘である福

徳岡ノ場，その北東に位置する小丘，及び南硫黄

島にあることが分かっており，また北部には北北

東―南南西方向に配列した多くの側火山体が見ら

れる．現在の活動の中心は，福徳岡ノ場及び北福

徳堆である．

北福徳堆（最浅水深５５m）は，北西から南東

に連なる３つの瀬をもつ別名海勢場と呼ばれる高

まりである．主にデイサイト質の岩石，軽石から

成っている．

北福徳カルデラは北福徳堆の南東に位置する

１６km×１０kmのカルデラであり，その南半部に

福徳岡ノ場他の中央火口丘の活動により新たな山

体が成長しつつある．カルデラ縁上には北福徳堆

の高まりの中の１つや南硫黄島が成長しており，

北福徳カルデラの活動はこれらの火山の活動より

も古いことを示している．中央火口丘である福徳

岡ノ場（最浅水深２２m）ではしばしば海底火山

活動がみられ，これまで３回新島を形成したがい

ずれも海没した．主に安山岩（SiO２６１％）から

Fig．５０ Topography of Kita−Fukutoku Volcano surveyed in１９９９and２００２. Contour interval is１００m.
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成る．２０１０年（平成２２年）３月１～４日の海底地

形調査の結果，福徳岡ノ場山頂部は１．５km×１

kmの北東―南東方向に伸びた楕円形を有してお

り，頂部の北側には２００５年及び２０１０年の噴火で

形成された直径約２００m，深さ約３０mの複数の

火口が６００mに渡り連なっていることが明らか

になった．

南硫黄島は火山列島最南の島で直径約１．９km

の円錐形の孤立峰（９７０m）であり，島の北西側

には三ツ星岩が存在し，周辺では変色水がしばし

ば観測される．

有史以来の主な火山活動

１９０４～１９０５年（明治３７～３８年）海底噴火により

新島出没．１１月１４日爆発音．２８日噴煙と水蒸

気．１２月５日新島生成を発見，高さ１４５m，

周囲約４．５km，面積７，９３６ha，ほぼ円形．（福

徳岡ノ場）

１９０５年６月１６日新島は高さ２．５～３mに減少．

やがて礁に変化．１９１１年には礁の深さは４２６

mになっていた．（福徳岡ノ場）

１９１４年（大正３年）海底噴火による新島形成．１

月２３日大噴煙，溶岩流出．１月２５日高さ３００

m，周 囲１１．８km，面 積９，０７５haの 新 島 出

現．２月１２日新島各所で決壊，高さ１１７m，長

径０．７マイル，短径０．５マイル．１９１６年６月

２９日新島は消滅していた．（福徳岡ノ場）

１９３７年（昭和１２年）硫黄湧出．水深６０～７０m．

（北福徳堆）

１９４７～１９５９年（昭和２２～３４年）硫黄臭のある変

色水帯．（北福徳堆）

１９５３～１９５４年（昭和２８～２９年）に軽石流．（北

福徳堆）

１９７６年（昭和５１年）３月２１日最浅部約２５m．

（福徳岡ノ場）

１９７９年（昭和５４年）３月２７日山頂部の水深約

４０m．（福徳岡ノ場）

１９８６年（昭和６１年）海底噴火による新島形成．１

月１８日噴火活動海面上に達する．１月２０日新

島の形成．新島での噴火活動は極めて短期間

（３日間）で海面上への溶岩の噴出はなかっ

た．３月２６日新島海没．１月採取の軽石 SiO２

５７～５９％， Na２O６．２～６．３％， K２O４．２～

４．５％．（福徳岡ノ場）

１９８７年（昭和６２年）７月軽石放出．（福徳岡ノ

場）

１９８８年（昭和６３年）１月２７日海底火山の爆発を

見る．噴煙の高さ約１００m．未確認．（北福徳

堆）

１９８８年（昭和６３年）１２月頂部水深１４．６mを測

得．（福徳岡ノ場）

Fig．５１ Geomagnetic total intensity anomaly chart in
the vicinity of Kita−Fukutoku Volcano sur-
veyed in１９９９ and２００２. Contour interval is
２００nT.

Fig．５２ Topography of the top of Fukutoku−Okanoba
Volcano surveyed in２０１０. Vertical and hori-
zontal ratio is４.
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１９９１年（平 成３年）６～７月離島の海の基本図測

量．頂部の地形は９００m×１，２００mの楕円形，

台地状の地形．頂部水深１４．６m変わらず．

（福徳岡ノ場）

１９９６年（平成８年）４月濃変色水．なお，１９７２

年の観測以来ほぼ常時変色水域が認められる．

（福徳岡ノ場）

２００５年（平成１７年）７月２，３日小規模な噴

火．（福徳岡ノ場）

２０１０年（平成２２年）２月３日小規模な噴火．（福

徳岡ノ場）

３－（１７）．南日吉火山

位置 ２３°３０．０′N，１４１°５６．１′E：山頂火口内の中

央火口丘 （海図２１３０，海域火山基礎情報図「南

日吉海山」）

概要 東京の南方約１，３５０kmに位置し，基部径

約１９km，比高約１，３００mの円錐状を呈する成層

火山である．頂部は北西―南東方向に並んだ２つ

の火口から成り，北西側の火口内及び火口縁上に

Fig．５３ Topography of Minamihiyoshi Volcano and Nakahiyoshi Volcano surveyed in２００１. Contour interval is１００m.
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火口丘が成長している．現在活動的なのは火口内

の中央火口丘である（水深８４m）．火口の南東側

には頂部の平坦な高まりがあるが，崩壊が進んで

おり，活動時期はやや古いと考えられる．北日吉

海山―中日吉海山―南日吉海山―八十八夜海山と

いった比較的大きな火山体，それぞれに付随する

側火山体，周囲に分布する断層等の走向は全て北

西―南東方向から南北方向を示しており，広域応

力場を反映していると考えられる．

採取岩石の分析によって，南日吉海山はアルカ

リ岩から非アルカリ岩に及ぶ幅広い組成の岩石で

構成されていることが明らかとなっており，山頂

部分はアルカリ岩，側火山体は非アルカリ岩から

成る傾向がある．山頂最浅部は１０A/m以上の磁

化強度を示す．

有史以来の主な火山活動

１９７５年（昭和５０年）８月２５日海底噴火．海面の

盛り上がりが消えた跡に直径２５mの渦発生．

１９７６年（昭和５１年）２月海底噴火．水深３０m

測得，夜爆発音を聞く．

１９７６年（昭和５１年）１２月硫黄湧出．

１９７７年（昭和５２年）１月大規模な変色水．

１９９０年（平成２年）５月測量船「昭洋」，自航式

ブイ「マンボウ」による測量の結果によると最

浅水深９７m.

１９９２年（平成４年）２月変色水

１９９６年（平成８年）１月変色水

引用文献

阿部勝正（１９８８），伊豆大島１９８６年割れ目噴火の

拡大速度，火山第２集，３３，S１６‐S１９．

Amante, C. and B. W. Eakins（２００９）, ETOPO１

１Arc−Minute Global Relief Model : Proce-

dures, Data Sources and Analysis, NOAA

Technical Memorandum NESDIS NGDC−２４,

１９pp.， Natl. Geophys. Data Cent., Boulder,

Colo.

青木三郎（１９７９），伊豆諸島島棚および近接する

堆の地形と地質，東洋大紀要（自然科学），

２２，１９‐４６．

青木斌・岩渕義郎（１９７２），伊豆―小笠原海嶺北

部地域の海底地質，伊豆半島，３１１‐３１９，東

海大学出版会，神奈川．

青木斌・小坂丈予（１９７４），海底火山の謎―西之

島踏査記，２５０pp.，東海大学出版会，神奈

川．

Aramaki, S.（１９８４）, Formation of the Aira Caldera,

southern Kyushu, ～２２，０００ years ago, J.

Geophys. Res., 89,（B 10）,８４８５‐８５０１.

浜本文隆・桜井操・永野真男（１９７９），宮古・八

重山諸島周辺の海底地質，水路部研究報告，

１４，１‐３８．

葉室和親・荒巻重雄・加賀美英雄・藤岡換太郎

（１９８０），東伊豆沖海底火山群―その１―，震

研彙報，５５，２５９‐２９７．

葉室和親・荒巻重雄・藤岡換太郎・石井輝秋・宇

部浩三（１９８３），東伊豆沖海底火山群―その

２―及び伊豆諸島近海海底火山，震研彙報，

５８，５２７‐５５７．

林田政和・長岡信治・加藤幸弘・瀬田英憲・井本

泰司・小川正泰（１９８９），「父島」の大陸棚調

査速報，水路部技報，８，９８‐１０４．

Fig．５４ Geomagnetic total intensity anomaly chart of
Minamihiyoshi Volcano and Nakahiyoshi Vol-
cano surveyed in２００１. Contour interval is１００
nT.

Koji ITO, Daishi HORIUCHI, Atsushi SHIBATA, Akira SUZUKI, and Kaoru KOYAMA

－ 68－



Honza, E., T, Ishihara, and E. Inoue eds.（１９８１）,

Geological investigation of the Ogasawara

（Bonin）and northern Mariana Arcs April−Au-

gust１９７９（GH７９−２,３ and４Cruise）. Cruise

Report１４, Geolo. Surv.１７０pp., Tsukuba.

伊藤弘志・加藤正治・高橋昌紀・小野寺健英・斉

藤昭則（２０１１），伊豆―小笠原弧，海形海山

の地質学的および地球物理学的特徴（要

旨），海洋調査技術学会第２３回研究成果発表

会講演要旨集，４８．

伊藤弘志・加藤正治・高橋昌紀・斉藤昭則

（２０１１），伊豆―小笠原弧，福徳岡ノ場火山に

おける２０１０年噴火後の火山地形，海洋情報

部研究報告，４７，９‐１３．

伊藤弘志・大谷康夫・小野智三・大島治・成田

学・山野寛之・佐藤勝彦・渡邊健志・小河原

秀水（２００３），鳥島火山２００２年噴火の経緯，

火山，４８，２３５‐２３９．

岩渕義郎（１９８９），水路部の火山噴火予知計画，

水路部研究報告，２５，１‐７２．

岩渕義郎・加藤茂・芝田厚（１９９４），本邦海域火

山通覧（改訂版），水路部研究報告，３０，１９１

‐２３６．

海上保安庁海洋情報部（２００２），海域火山基礎情

報図「南日吉海山」資料整理作業報告書，海

上保安庁海洋情報部，８５pp.，東京．

海上保安庁海洋情報部（２００４），海域火山基礎情

報図「北福徳堆」資料整理作業報告書，海上

保安庁海洋情報部，８６pp.，東京．

海上保安庁海洋情報部（２０１０），海域火山基礎情

報図「鬼界カルデラ」資料整理作業報告書，

海上保安庁海洋情報部，９７pp.，東京．

海上保安庁海洋情報部（２０１０），海域火山基礎情

報図「若尊」資料整理作業報告書，海上保安

庁海洋情報部，３５pp.，東京．

海上保安庁海洋情報部（２０１１），海域火山基礎情

報図「海形海山」資料整理作業報告書，海上

保安庁海洋情報部，７０pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９８２），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「薩摩硫黄

島」，海上保安庁水路部，３５pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９８７），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「硫黄鳥

島」，海上保安庁水路部，６３pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９９１），本州南・東岸水路誌，

５２６pp.，海上保安庁水路部，東京．

海上保安庁水路部（１９９２），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「硫黄島」，

海上保安庁水路部，５２pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９９４），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「須美寿

島」，海上保安庁水路部，３４pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９９４），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「北硫黄

島」，海上保安庁水路部，５２pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９９６），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「鳥島」，海

上保安庁水路部，３６pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９９６），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「三宅島」，

海上保安庁水路部，５６pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９９９），海域火山基礎情報図

「明神礁」資料整理作業報告書，海上保安庁

水路部，８８pp.，東京．

海上保安庁水路部（１９９９），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「八丈島」，

海上保安庁水路部，６０pp.，東京．

海上保安庁水路部（２０００），海域火山基礎情報図

「福徳岡ノ場」資料整理作業報告書，海上保

安庁水路部，７７pp.，東京．

海上保安庁水路部（２０００），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「青ヶ島」，

海上保安庁水路部，３６pp.，東京．

海上保安庁水路部（２０００），５万分の１沿岸の海

の基本図海底地形地質調査報告「べヨネース

列岩」，海上保安庁水路部，３２pp.，東京．

貝塚爽平・加藤茂・長岡信治・宮内崇裕（１９８５），

硫黄島と周辺海底の地形，地学雑誌，９４，６，

４２４‐４３６．

Kano, K., T. Yamamoto, and K. Ono（１９９６）,

List of volcanoes and their activities records in the adjacent seas of Japan 4th edition

－ 69－



Subaqueous eruption and emplacement of the

Shinjima Pumice, Shinjima（Moeshima） Is-

land, Kagoshima Bay, SW Japan, J. Volcanol.

Geotherm. Res., 71,１８７‐２０６．

加藤茂・桂忠彦・平野賢治（１９８２），沖縄本島周

辺の海底地質，水路部研究報告，１７，３１‐７０．

加藤茂・池田勉（１９８４），硫黄島周辺の海底地形，

水路部研究報告，１９，５９‐７２．

加藤茂ほか伊豆大島近海海底調査班（１９８７），伊

豆大島周辺海域の海底調査，水路部研究報

告，２３，１７７‐２０３．

加藤茂（１９９０），伊東沖海底火山（手石海丘）の

噴火（１９８９．７．１３）と海底地形変化，地学雑

誌，９９，１３２‐１４１．

木股文昭・メイラノイルワン・深野慶太（２００４），

GPSにより観測された八丈島における地殻

変動とそのダイク貫入モデルの推定（２００２

年８月１３～２２日），火山，４９，１３‐２２．

気象庁（２００５），日本活火山総覧（第３版），気象

庁，６３５pp.，東京．

気象庁（２０１２），第１２２回火山噴火予知連絡会資

料その６（八丈島～硫黄島・他），気象庁，

東京．

http : / / www. seisvol. kishou. go. jp / tokyo /

STOCK/kaisetsu/CCPVE/shiryo/122/122_

no 06−2.pdf.

国土地理院（１９９７），数値地図５０mメッシュ

（標高）日本―III，国土地理院，つくば．

国土地理院（２００２），伊豆半島およびその周辺の

地殻変動，地震予知連絡会会報，６８，２００‐

２２９.，国土地理院，つくば．

小山薫・笹原昇・熊川浩一・小野寺健英・久保田

隆二（２００８），硫黄島の３次元磁気構造モデ

ル，海洋情報部研究報告，４４，９‐１６．

Kumagai, H., K. Miyakawa, H. Negishi, H. Inoue,

K. Obara, and D. Suetsugu（２００３），Magmatic

dike resonances inferred from very−long−pe-

riod seismic signals, Science, 299 ,２０５８‐２０６４.

松本�夫（１９８３），琉球列島における新生代火山
活動，地質学論集，２２，８１‐９１．

三田亮一（１９４９），ベヨネース列岩付近の海底火

山活動（新島出現）について，水路要報，

１２，５７‐６２．

文部省総合研究班（代表小坂丈予）（１９７６），鹿児

島湾北部の海中火山活動と環境調査報告，文

部省，７８pp.，東京．

文部省総合研究班（代表鎌田政明）（１９７７），桜島

北部海域の海底火山活動と環境の異常調査報

告，文部省，８４pp.，東京．

文部省総合研究班（１９７７），硫黄島南方海域海底

火山活動調査，火山噴火予知連絡会会報，

１０，４‐７.，気象庁，東京．

森本良平・小坂丈予（１９７０），明神礁付近の活動

について，地学雑誌，７９，６，３０１‐３２０．

長井俊夫（１９７７），鹿児島県新島周辺の海底地

形・地質構造について，水路要報，９７，１‐６．

長井俊夫・菊池真一・瀬川七五三男（１９７７），鬼

界カルデラの海底地質構造，日本地理学会予

稿集，１９４‐１９５．

長岡信治・沖野郷子・加藤茂（１９９１），ナローマ

ルチビーム測深機による伊豆・小笠原弧中部

の海底火山地形図，水路部研究報告，２７，１４５

‐１７２．

長岡信治・奥野充・新井房夫（２００１），１０万～３

万年前の姶良カルデラ火山のテフラ層序と噴

火史，地質学雑誌，１０７，４３２‐４５０．

中尾征三・湯浅真人（編）（１９８６），海底熱水活動

に伴う重金属資源の評価手法に関する研究，

地質調査所，１４９pp，つくば．

中尾征三・湯浅真人（編）（１９８７），海底熱水活動

に伴う重金属資源の評価手法に関する研究，

地質調査所，１８４pp，つくば．

西澤あずさ・小野智三・大谷康夫・古川博康

（２０００），明神礁における海底地震活動，水路

部研究報告，３６，３７‐５６．

西澤あずさ・小野智三・大谷康夫・志岐俊郎

（２００１），２０００年７月の三宅島・神津島・新

島近海における海底地震観測，水路部研究報

告，３７，５７‐７２．

西澤あずさ・小野智三・坂本平治・松本良浩・大
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谷康夫（２００２），海底火山「福徳岡ノ場」に

おける海底地震観測，水路部研究報告，３８，

１０１‐１２３．

西澤あずさ・小野智三・笹原昇・橋口博・大谷康

夫（２００３），マリアナ弧北端部の南日吉海山

周辺における海底地震観測，海洋情報部研究

報告，３９，３‐２２．

奥野充（２００２），南九州に分布する最近約３万年

間のテフラの年代学的研究，第四紀研究，

４１，２２５‐２３６．

小野寺健英・加藤剛・瀬尾徳常（２００３），重力・

地磁気異常から推定される福徳岡ノ場付近の

地殻構造，海洋情報部研究報告，３９，２３‐３２．

小野寺健英・小山薫・熊川浩一（２０１０），鬼界カ

ルデラの重力・地磁気異常について，海洋情

報部研究報告，４６，１０３‐１０７．

大島章一・兼子俊朗・小野寺健英・中川久穂・登

崎隆志・三品正明・小坂丈予（１９８２），硫黄

島周辺海域の磁気測量結果と海底から採取さ

れた岩石の磁性，水路部研究報告，１７，２８９

‐３１５．

大島章一・高梨政雄・加藤茂・内田摩利夫・岡崎

勇・春日茂・川尻智敏・金子康江・小川正

泰 ・ 河合 晃 司 ・ 瀬田 英 憲 ・ 加藤 幸 弘

（１９８８），沖縄トラフ及び南西諸島周辺海域の

地質・地球物理学的調査，水路部研究報告，

２４，１９‐４３．

大島章一ほか水路部伊東沖地震火山調査班・小坂

丈予・工藤一嘉・坂上実（１９９０），東伊豆沖

手石海丘の海底噴火，水路部研究報告，２６，

１‐４３．

Oshima, S., M. Tsuchide, S. Kato, S. Okubo, K.

Watanabe, K. Kudo, and J. Ossaka（１９９１）,

Birth of a Submarine Volcano “Teisi Knoll”. J.

Phys. Earth , 39 ,１‐１９.

小坂丈予（１９７０），明神礁の動向，地球の科学，

１２，１２‐１６．

小坂丈予（１９７３），西之島付近海底噴火につい

て，火山第２集，１８，９７‐９８．

小坂丈予（１９７３），西之島付近海底噴火について

（その２），火山第２集，１８，１７３‐１７４．

小坂丈予・大平洋子・湊一郎（１９７４），西之島付

近海底噴火について（その３），火山第２集，

１９，３７‐３８．

小坂丈予・小沢竹二郎・松尾禎士・平林順一・大

隅多加志（１９８５），硫黄島における地球化学

的研究，地学雑誌，９４，６，５５１‐５６３．

小坂丈予・辻昭治郎・小椋英明（１９８５），硫黄島

の地殻変動（１），地学雑誌，９４，６，４７４‐４７９．

小坂丈予・光野千春・柴田次夫・松田敏彦・平林

順 一 ・ 土出 昌 一 ・ 桜井 操 ・ 佐藤 寛 和

（１９８６），福徳岡の場１９８６年の火山活動につ

いて―その２噴出物―，火山第２集，３１，

２，１３４‐１３５．

小坂丈予・平林順一・松田鉱二・大島章一・土出

昌一・加藤茂（１９９０），伊豆・小笠原弧海域

の海底火山活動に伴って噴出した岩石とその

付近に産出する火山岩の科学成分，水路部研

究報告，２６，６１‐８５．

小坂丈予（１９９１），日本近海における海底火山の

噴火，２７９pp.，東海大学出版会，神奈川．

大谷康夫・笹原昇・矢吹哲一朗・服部敏一・宮嵜

進・及川光弘・野上健治（２００６），２００５年

「福徳岡ノ場」の海底火山噴火，海洋情報部

研究報告，４２，３１‐３７．

大谷康夫・土出昌一・芝田厚・加藤茂・岩渕義郎

（２００４），日本周辺海域火山通覧（第３版），

海洋情報部研究報告，４０，１‐６２．

阪口圭一・奥村晃史・曽屋龍典・小野晃司（編）

（１９８７），伊豆大島火山１９８６年の噴火，特殊

地質図２６，地質調査所，つくば．

佐藤孫七（１９８０），明神礁噴火史，月刊開発青年

３/４，１‐４４．

佐藤孫七（１９８３），西之島噴火史（海底火山災

害），月刊開発青年，１，４３‐１２０．

佐藤孫七・小坂丈予・加藤茂（１９８３），南方海域

海底火山の活動記録，関東地区災害科学資料

センター資料（その１６），関東地区災害科学

資料センター，１１８pp.，さいたま．

佐藤孫七・佐藤久（１９７２），海底火山と航舶，伊
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豆半島，３４１‐３６５，東海大学出版会，神奈

川．

庄野直道（１９７２），鳥島西方海域における酸性岩

の発見，伊豆半島，３３０‐３４０，東海大学出版

会，神奈川．

菅香世子（１９９８），八丈島火山群の形成過程とそ

の特徴，第四紀研究，３７，５９‐７５．

鈴 木 進 ・ 熊川 浩 一 ・ 長屋 好 治 ・ 植田 義 夫

（１９８９），三宅島の地磁気異常，水路部技報，

７，４９‐５５．

玉木操・加藤茂・富安義昭・沢田銀三・池田清・

平岩恒広・川井仁一（１９８６），八丈島南方海

底地形地質構造測量概報，水路部技報，４，５

‐７．

徳山英一・末広潔・渡辺秀文・大西正純・高橋明

久・井川猛・浅田正陽・藤岡換太郎・芦寿一

郎・倉本真一・徐垣・小川勇二郎（１９８８），

伊豆大島南部海域のマルチ・チャンネル音波

探査記録，火山第２集，３３，６７‐７８．

東京都水産試験場（１９８０），伊豆諸島海域天然漁

礁調査報告―II，東京都水産試験場，１２６

pp.，東京．

登崎隆志・金子康江・毛戸勝政・堀井孝重・岩淵

洋・小川正泰・河合晃司（１９８９），「火山列

島」の大陸棚調査，水路部技報，８，７２‐８０．

土出昌一・佐藤寛和・小西直樹（１９８４），空中熱

赤外放射温度計による三宅島（１９８３年１０月

５日）の表面温度測定，火山第２集，２９，S

１５３‐S１５７．

土出昌一・加藤茂・打田明雄・佐藤寛和・小西直

樹・小坂丈予・平林順一（１９８５），海徳海山

の海底火山活動，水路部研究報告，２０，４７‐

８２．

土 出 昌 一 ・ 佐藤 寛 和 （１９８６）， 福徳 岡 ノ 場

（１９８６）の火山活動について，写真測量とリ

モートセンシング，２５，１２‐１８．

土出昌一・柴山信行・背戸義郎・桑木野文章・佐

藤寛和・小坂丈予・信国正勝・當重弘・福島

秀夫（１９８７），伊豆大島沿岸に見られた変色

水の分析，水路部研究報告，２３，１５‐１２８．

土 出 昌 一 ・ 村井 弥 亮 ・ 浅田 昭 ・ 服部 敏 男

（１９８７），波浮海脚の海底調査，水路部研究報

告，２３，１８７‐２０３．

土出昌一・佐藤寛和（１９８７），熱赤外放射温度計

による大島周辺変色水及び三原山噴火口の温

度測定，水路部研究報告，２３，１２６‐１７６．

土出昌一（１９９８），火山性変色水の温度分布と化

学成分について，水路部研究報告，３４，３９‐

６４．

土出昌一・大谷康夫・芝田厚・加藤茂・岩渕義郎

（１９９９），本邦海域火山通覧（改訂２版），水

路部研究報告，３５，１５‐７１．

塚本明奈，嶋野岳人，伊藤弘志，谷口宏充，吉田

武義（２００９），伊豆―マリアナ弧南日吉海山

における火山噴出物の岩石学的特徴，Blue

Earth ’09 要旨集，２１５．

塚本徹・福島秀生・桑木野文章・坂本政則・楠勝

浩・大島章一・菊池真一（１９９０），自航式ブ

イ「マンボウ」による明神礁調査，水路部研

究報告，２６，４５‐６０．

塚本徹ほか水路部伊東沖地震火山調査班・工藤一

嘉・坂上実（１９９０），手石海丘における海底

火山噴火，海洋調査技術，２，３３‐４３．

植田義夫（１９８４），航空磁気測量から推定した１９６４

年から１９７８年の間の伊豆大島の帯磁変化，

水路部技報，２，３８‐４１．

植田義夫（１９８６），南西諸島周辺海域の地磁気異

常と構造論，火山第２集，３１，３，１７７‐１９２．

植田義夫・堀井良一・上村由美子（１９８５），八丈

島の磁気測量，水路部技報，３，４７‐５２．

植田義夫・加藤幸弘・三宅島西方海域調査班

（２００１），三宅島西方・群発地震発生海域の地

殻構造と銭州海嶺北部のテクトニクス，水路

部研究報告，３７，３７‐５６．

植田義夫・中川久穂・熊川浩一（１９８８），１９８６年

伊豆大島噴火後の航空磁気測量成果とその地

球電磁気学的考察；B火口付近に推定される

熱消磁構造，火山第２集，３３，S２０２‐S２１６．

植田義夫・中川久穂・小野寺健英・長屋好治・熊

川浩一・朝尾紀幸（１９８７），伊豆大島噴火に
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伴う磁気測量，水路部研究報告，２３，２０５‐

２６７．

植田義夫・中川久穂・小野寺健英・鈴木晃・熊川

浩一・久保田隆二（２００１），２０００年噴火以前

の三宅島の３次元磁気構造―地磁気トモグラ

フィーの試み―，水路部研究報告，３７，１９‐

３６．

植田義夫・登崎隆志・小野寺健英・兼子俊朗・大

島章一（１９８３），航空磁気測量成果から求め

た本邦第四紀火山の地磁気異常と磁気構造，

水路部研究報告，１８，３７‐６４．

渡辺一樹（２０００），西表島北北東沖海丘群の潜航

調査―西表海丘，第１，第２小浜海丘―，

JAMSTEC 深海研究，１６，１９‐２８．

渡辺一樹・大島章一・菊池真一・大久保秀一

（１９９１），東伊豆沖海底地形と手石海丘周辺の

地質構造，水路部研究報告，２７，９７‐１１１．

渡辺一樹・芝田厚・古川博康・梶村徹（１９９５），

琉球列島，西表島北北東沖の海底火山地形，

火山，４０，９１‐９７．

Wessel, P. and W. H. F. Smith（１９９１）, Free soft-

ware helps map and display data, EOS Trans.

AGU ,７２,４４１.

湯浅真人（１９８６），日本近海の海底熱水活動―伊

豆―小笠原海域を例に―，地学雑誌，９５，

７，４７２‐４８０．

要 旨

海上保安庁海洋情報部は１９７３年に発足した火

山噴火予知計画に積極的に参加してきた．日本周

辺海域での火山活動の監視は，航行安全，漁業，

防災対策のみならず，海域の効率的な管理という

面においても非常に重要である．

この通覧は「水路部の火山噴火予知計画 付録

１ 本邦海域火山通覧」の改訂第４版である．過

去７年間の間に，２００５年薩摩硫黄島，２００５年口

之永良部島，２００５年中之島，２００６年諏訪之瀬

島，２００８年桜島，２０１０年福徳岡ノ場で小規模な

火山活動が起き，若尊カルデラ，鬼界カルデラ，

海形海山，西之島，福徳岡ノ場において地質学

的，地球物理学的な基礎データが得られている．
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